
(57)【要約】

【課題】ディスクチャッキング時の調芯精度のバラツキ

を抑える。

【解決手段】中央孔をターンテーブル１６のディスク調

芯部２４に嵌合させた記録ディスクＤに対し、複数個の

調芯爪３４を記録ディスクＤの中央孔の周縁部に係合さ

せることによって、ターンテーブル１６上に着脱自在に

保持できるようにしたディスクチャッキング機構におい

て、コイルバネ３２を介して３個の調芯爪３４を１つの

リング部材３６に連結することによって形成された調芯

爪部３８がディスク調芯部２４に設けられている。ディ

スクチャッキング時に生じる力は、弾性部材で形成され

たリング部材３６が変形することによって均一に分散さ

れる。よって、調芯ズレを防止し、記録ディスクＤをチ

ャッキングする度に生じる調芯精度のバラツキを抑える

ことができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
中 央 孔 を 有 す る 記 録 デ ィ ス ク が 着 脱 自 在 に 載 置 さ れ る タ ー ン テ ー ブ ル と 、 該 タ ー ン テ ー ブ
ル の 中 央 部 に 一 体 的 か つ 同 心 状 に 配 置 さ れ 、 前 記 記 録 デ ィ ス ク の 中 央 孔 が 挿 通 さ れ る 略 円
筒 状 の デ ィ ス ク 調 芯 部 と 、 該 デ ィ ス ク 調 芯 部 の 外 周 面 か ら 半 径 方 向 外 方 に 突 出 し 、 前 記 記
録 デ ィ ス ク の 中 央 孔 の 周 縁 部 に 弾 発 的 に 係 合 す る よ う 個 々 独 立 の バ ネ に よ っ て 付 勢 さ れ る
複 数 個 の 調 芯 爪 と を 有 す る デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 に お い て 、
前 記 バ ネ の 前 記 調 芯 爪 と は 反 対 側 の 端 部 は 、 リ ン グ 部 材 に よ っ て 連 結 さ れ て お り 、 該 リ ン
グ 部 材 と 前 記 バ ネ と 前 記 調 芯 爪 と に よ っ て 前 記 記 録 デ ィ ス ク を 前 記 タ ー ン テ ー ブ ル 上 に 調
芯 し 保 持 す る 調 芯 爪 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 リ ン グ 部 材 が 弾 性 部 材 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の デ ィ ス ク チ ャ ッ
キ ン グ 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 が 一 体 的 に 回 転 す る よ う に 、 こ の デ ィ
ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 を 備 え た モ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｄ Ｖ Ｄ 等 の 着 脱 自 在 な 記 録 デ ィ ス ク を 回 転 さ せ る た め に 、 記 録
デ ィ ス ク を 着 脱 自 在 に 保 持 す る デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 、 及 び こ れ を 備 え た モ ー タ に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 に 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ や Ｄ Ｖ Ｄ 等 の 記 録 デ ィ ス ク に ア ク セ ス し て 、 デ ー タ の 読 み ／ 書 き を
行 う デ ィ ス ク 駆 動 装 置 で は 、 記 録 デ ィ ス ク と 、 デ ー タ の 読 み ／ 書 き を 行 う ピ ッ ク ア ッ プ と
の 位 置 関 係 を 高 精 度 に 保 つ 必 要 が あ り 、 回 転 中 の 記 録 デ ィ ス ク と ピ ッ ク ア ッ プ と の 間 に 位
置 ズ レ が 生 じ る と 、 デ ー タ の 読 み ／ 書 き が 困 難 と な り 、 例 え ば 、 再 生 さ れ た 音 楽 や 映 像 が
劣 化 し た も の と な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 こ れ ら の 記 録 デ ィ ス ク は 一 般 に 合 成 樹 脂 に よ り 形 成 さ れ る の で 、 デ ィ ス ク 駆 動 装
置 の タ ー ン テ ー ブ ル に 装 着 す る た め に 設 け ら れ る 記 録 デ ィ ス ク の 中 央 孔 の 内 径 寸 法 に バ ラ
ツ キ が 生 じ 易 く 、 そ の 誤 差 の 程 度 に よ っ て は 、 記 録 デ ィ ス ク が タ ー ン テ ー ブ ル に 同 芯 度 良
く 装 着 さ れ ず 、 回 転 中 の 記 録 デ ィ ス ク と ピ ッ ク ア ッ プ と の 間 に 位 置 ズ レ が 生 じ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 従 来 、 デ ィ ス ク 駆 動 装 置 に デ ィ ス ク 調 芯 機 構 を 設 け 、 タ ー ン テ ー ブ ル に 載 置 さ れ
る 記 録 デ ィ ス ク を 調 芯 （ セ ン タ リ ン グ ） し て 正 し い 位 置 に 配 置 し 、 回 転 中 の 記 録 デ ィ ス ク
と ピ ッ ク ア ッ プ と の 間 の 位 置 ズ レ を 抑 制 し た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の よ う な 従 来 の デ ィ ス ク 調 芯 機 構 は 、 シ ャ フ ト に 直 交 状 に 固 着 さ れ た タ ー ン テ ー ブ ル に
平 面 視 環 状 の 調 芯 部 を 備 え 、 調 芯 部 に は そ の 外 周 上 端 に 複 数 個 の 調 芯 爪 を 有 す る 調 芯 爪 部
が 設 け ら れ 、 調 芯 爪 部 は バ ネ の 弾 性 変 形 に よ り 調 芯 爪 が シ ャ フ ト 側 に 揺 動 可 能 と な り 、 記
録 デ ィ ス ク の 中 央 孔 の 周 縁 部 に 押 圧 状 に 当 接 可 能 と な る 。 こ の よ う に 記 録 デ ィ ス ク を タ ー
ン テ ー ブ ル に 装 着 す る 際 、 記 録 デ ィ ス ク の 中 央 孔 の 内 径 寸 法 に 若 干 の バ ラ ツ キ が あ っ て も
、 そ の バ ラ ツ キ は 調 芯 爪 部 が 揺 動 す る こ と で 吸 収 さ れ 、 記 録 デ ィ ス ク が 調 芯 さ れ て 確 実 に
タ ー ン テ ー ブ ル に 装 着 さ れ る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ７ １ １ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 の デ ィ ス ク 調 芯 機 構 の 調 芯 爪 部 は 、 複 数 個 の 調 芯 爪 部 の そ れ ぞ れ の バ
ネ に よ る 付 勢 力 が 一 定 で な い 場 合 は 、 記 録 デ ィ ス ク を タ ー ン テ ー ブ ル に 固 定 す る こ と は で
き る が 調 芯 ズ レ を 生 じ 、 記 録 デ ィ ス ク を 固 定 す る 度 に 調 芯 精 度 に バ ラ ツ キ が 生 じ る 。 記 録
デ ィ ス ク の 調 芯 精 度 が 低 下 す る と 、 回 転 軸 芯 に 対 し て タ ー ン テ ー ブ ル 及 び デ ィ ス ク の 重 心
位 置 が 偏 在 し て し ま う こ と か ら 、 振 れ 回 り や 異 常 振 動 ・ 騒 音 の 増 大 又 は デ ー タ の 読 み ／ 書
き の エ ラ ー が 発 生 す る 。 ま た 、 高 速 回 転 時 に は 記 録 デ ィ ス ク の 飛 散 （ 外 れ ） に よ り 、 デ ィ
ス ク 駆 動 装 置 や 記 録 デ ィ ス ク が 損 傷 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 調 芯 ズ レ を 防 止 し 、 記 録 デ ィ ス ク を チ ャ
ッ キ ン グ す る 度 に 生 じ る 調 芯 精 度 の バ ラ ツ キ を 抑 え 、 振 れ 回 り や 異 常 振 動 ・ 騒 音 の 増 大 又
は デ ー タ の 読 み ／ 書 き の エ ラ ー の 発 生 、 記 録 デ ィ ス ク の 飛 散 （ 外 れ ） に よ る デ ィ ス ク 駆 動
装 置 や 記 録 デ ィ ス ク の 損 傷 を 防 止 す る デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 及 び こ れ を 備 え た モ ー タ
を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 は 、 中 央 孔 を 有 す る 記 録 デ ィ ス ク が 着 脱 自 在
に 載 置 さ れ る タ ー ン テ ー ブ ル と 、 該 タ ー ン テ ー ブ ル の 中 央 部 に 一 体 的 か つ 同 心 状 に 配 置 さ
れ 、 前 記 記 録 デ ィ ス ク の 中 央 孔 が 挿 通 さ れ る 略 円 筒 状 の デ ィ ス ク 調 芯 部 と 、 該 デ ィ ス ク 調
芯 部 の 外 周 面 か ら 半 径 方 向 外 方 に 突 出 し 、 前 記 記 録 デ ィ ス ク の 中 央 孔 の 周 縁 部 に 弾 発 的 に
係 合 す る よ う 個 々 独 立 の バ ネ に よ っ て 付 勢 さ れ る 複 数 個 の 調 芯 爪 と を 有 す る デ ィ ス ク チ ャ
ッ キ ン グ 機 構 に お い て 、 前 記 バ ネ の 前 記 調 芯 爪 と は 反 対 側 の 端 部 は 、 リ ン グ 部 材 に よ っ て
連 結 さ れ て お り 、 該 リ ン グ 部 材 と 前 記 バ ネ と 前 記 調 芯 爪 と に よ っ て 前 記 記 録 デ ィ ス ク を 前
記 タ ー ン テ ー ブ ル 上 に 調 芯 し 保 持 す る 調 芯 爪 部 が 形 成 さ れ て い る 。 複 数 個 の 爪 部 材 を １ つ
の リ ン グ 部 材 に よ っ て 連 結 す る こ と で 、 デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 時 に 生 じ る 力 を 均 一 に 分 散
さ せ て 、 調 芯 ズ レ を 防 止 し 、 記 録 デ ィ ス ク を チ ャ ッ キ ン グ す る 度 に 生 じ る 調 芯 精 度 の バ ラ
ツ キ を 抑 え る こ と が で き る の で 、 振 れ 回 り や 異 常 振 動 ・ 騒 音 の 増 大 又 は デ ー タ の 読 み ／ 書
き の エ ラ ー の 発 生 の 防 止 や 、 高 速 回 転 時 に お け る デ ィ ス ク の 飛 散 （ 外 れ ） に よ る デ ィ ス ク
駆 動 装 置 や 記 録 デ ィ ス ク の 損 傷 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 は 、 請 求 項 １ に か か る も の に お い て 、 前 記 リ
ン グ 部 材 が 弾 性 部 材 で 形 成 さ れ て い る の で 、 デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 時 に 生 じ る 不 均 一 な 力
を リ ン グ 部 材 が 塑 性 変 形 す る こ と で 均 一 に 分 散 さ せ る の で 、 よ り 効 果 的 に 調 芯 ズ レ を 防 止
し 、 記 録 デ ィ ス ク を チ ャ ッ キ ン グ す る 度 に 生 じ る 調 芯 精 度 の バ ラ ツ キ を 抑 え る こ と が で き
る の で 、 振 れ 回 り や 異 常 振 動 ・ 騒 音 の 増 大 又 は デ ー タ の 読 み ／ 書 き の エ ラ ー の 発 生 の 防 止
や 、 高 速 回 転 時 に お け る デ ィ ス ク の 飛 散 （ 外 れ ） に よ る デ ィ ス ク 駆 動 装 置 や 記 録 デ ィ ス ク
の 損 傷 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の モ ー タ は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 に よ り 、
調 芯 ズ レ を 防 止 し 、 記 録 デ ィ ス ク を チ ャ ッ キ ン グ す る 度 に 生 じ る 調 芯 精 度 の バ ラ ツ キ を 抑
え る こ と が で き る の で 、 振 れ 回 り や 異 常 振 動 ・ 騒 音 の 増 大 又 は デ ー タ の 読 み ／ 書 き の エ ラ
ー の 発 生 の 防 止 や 、 モ ー タ の 高 速 回 転 時 に お け る デ ィ ス ク の 飛 散 （ 外 れ ） に よ る デ ィ ス ク
駆 動 装 置 や 記 録 デ ィ ス ク の 損 傷 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
更 に 、 こ の 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 を 備 え た 請 求 項 ３ に 記 載 の
モ ー タ は 、 仮 に 粗 悪 な 記 録 デ ィ ス ク を 装 着 す る 場 合 で あ っ て も 、 記 録 デ ィ ス ク が デ ィ ス ク
チ ャ ッ キ ン グ 機 構 に 対 し て 正 確 な 位 置 に 保 持 さ れ る た め 、 そ の よ う な 記 録 デ ィ ス ク を 当 該
モ ー タ に よ っ て 回 転 さ せ る と 、 高 い 回 転 特 性 を 実 現 で き る の で 、 各 種 の 記 録 デ ィ ス ク の デ
ー タ を 高 精 度 に 読 み ／ 書 き す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に か か る デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 及 び こ れ を 備 え た モ ー タ の 実 施 形 態 に つ
い て 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 説 明 す る が 、 本 発 明 は 以 下 に 示 す 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も
の で は な い 。 尚 、 本 実 施 形 態 の 説 明 で は 便 宜 上 各 図 面 の 上 下 方 向 を 「 上 下 方 向 」 と す る が
、 実 際 の 取 付 状 態 に お け る 方 向 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 を 備 え た モ ー タ の 断 面 図 で
あ る 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 を 含 む タ ー ン テ ー ブ
ル の 平 面 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 記 録 デ ィ ス ク Ｄ の デ ー タ の 読 み ／ 書 き を す る
デ ィ ス ク 駆 動 装 置 （ 図 示 な し ） に 取 り 付 け ら れ る ベ ー ス ２ に は 軸 受 ホ ル ダ ４ が 設 け ら れ 、
こ の 軸 受 ホ ル ダ ４ の 内 周 面 に 含 油 メ タ ル か ら な る 円 筒 状 の ラ ジ ア ル 軸 受 ６ が 嵌 合 固 定 さ れ
て い る 。 軸 受 ホ ル ダ ４ の 下 端 部 に は ス ラ ス ト 軸 受 ８ と そ れ を 保 持 す る カ バ ー 部 材 １ ０ が 取
り 付 け ら れ 、 軸 受 ホ ル ダ ４ の 外 周 に は ス テ ー タ １ ２ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ラ ジ ア ル 軸 受 ６ と ス ラ ス ト 軸 受 ８ に よ り 回 転 軸 １ ４ が 上 下 方 向 （ 軸 線 方 向 ） に 回 転 軸 線 を
有 す る よ う に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 、 回 転 軸 １ ４ の 上 端 部 に 略 円 板 状 の タ ー ン テ ー ブ ル １ ６
が 固 定 さ れ て い る 。 タ ー ン テ ー ブ ル １ ６ の 上 面 の 外 周 部 付 近 に は 、 記 録 デ ィ ス ク Ｄ の 滑 り
止 め を 兼 ね る 円 環 状 の 緩 衝 材 ２ ６ が 取 り 付 け ら れ 、 こ れ を 介 し て 記 録 デ ィ ス ク Ｄ が 載 置 さ
れ る 。 緩 衝 材 ２ ６ は ゴ ム の よ う に 表 面 の 摩 擦 力 が 大 き く 、 弾 力 の あ る 材 質 の も の で あ れ ば
良 い 。 タ ー ン テ ー ブ ル １ ６ の 下 面 の 外 周 部 付 近 に は 、 略 円 筒 状 の バ ッ ク ア イ ア ン １ ８ が 取
り 付 け ら れ て お り 、 そ の バ ッ ク ア イ ア ン １ ８ の 内 周 面 に は 円 環 状 の マ グ ネ ッ ト ２ ０ が ス テ
ー タ １ ２ に 対 向 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
軸 受 ホ ル ダ ４ の 上 端 外 周 部 に は 鍔 部 ４ ａ が 設 け ら れ 、 こ の 鍔 部 ４ ａ と 、 こ れ に 隣 接 す る タ
ー ン テ ー ブ ル １ ６ の 下 面 内 方 部 に 設 け ら れ た 抜 け 止 め ２ ２ と が 係 合 す る こ と に よ っ て 、 タ
ー ン テ ー ブ ル １ ６ が 上 方 へ 抜 け 出 な い よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
タ ー ン テ ー ブ ル １ ６ は 、 こ の タ ー ン テ ー ブ ル １ ６ に 一 体 的 か つ 同 心 に 形 成 さ れ 、 記 録 デ ィ
ス ク Ｄ が 嵌 合 さ れ る 略 円 筒 状 の 樹 脂 製 の デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ と 、 こ の デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４
に 半 径 方 向 外 方 に 突 出 す る よ う に 付 勢 さ れ 、 デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ の 内 外 を 移 動 す る よ う に
設 け ら れ た 樹 脂 製 の 調 芯 爪 ３ ４ を 有 す る 調 芯 爪 部 ３ ８ と か ら な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ は 、 中 央 孔 を 有 す る 円 板 状 の 上 面 壁 ２ ４ ａ と 、 上 面 壁 ２ ４ ａ の 外 周 に
つ ら な る 外 周 壁 ２ ４ ｂ と 、 外 周 壁 ２ ４ ｂ の 下 端 か ら 半 径 方 向 外 方 に の び る 鍔 部 ２ ４ ｃ と 、
上 面 壁 ２ ４ ａ の 内 周 に つ ら な る 内 周 壁 ２ ４ ｄ と か ら な る 。 タ ー ン テ ー ブ ル １ ６ の 円 筒 部 １
６ ａ に デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ の 内 周 壁 ２ ４ ｄ が 嵌 合 さ れ 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ ６ の 上 面 と で デ
ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ の 内 部 に 中 空 空 間 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ の 内 部 に は 調 芯 爪 ３ ４ を 収 容 す る 通 路 ２ ４ ｅ が 軸 心 を 中 心 と し て 放 射
状 に 等 間 隔 の 位 置 に ３ ヶ 所 設 け ら れ て い る 。 上 面 壁 ２ ４ ａ の 通 路 ２ ４ ｅ の 上 方 、 外 周 壁 ２
４ ｂ の 通 路 ２ ４ ｅ の 径 方 向 外 方 は 開 口 し て い る 。 調 芯 爪 ３ ４ は 、 記 録 デ ィ ス ク Ｄ が 当 接 す
る 部 分 の 上 面 視 の 稜 線 が 円 弧 状 で あ る 爪 部 ３ ４ ａ と 、 コ イ ル バ ネ ３ ２ の 外 端 を 受 け る 円 柱
部 ３ ４ ｂ と か ら な り 、 円 柱 部 ３ ４ ｂ に 設 け ら れ た 凸 部 ３ ４ ｃ に コ イ ル バ ネ ３ ２ が は め こ ま
れ て い る 。 な お 、 通 路 ２ ４ ｅ は 必 ず し も 等 間 隔 に 設 け る 必 要 は な く 、 要 求 さ れ る 記 録 デ ィ
ス ク Ｄ に 対 す る 抜 去 力 等 に 応 じ て 周 方 向 に 偏 倚 し て 位 置 す る よ う に 設 け る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 し た デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ に よ っ て 形 成 さ れ る 中 空 空 間 内 に は 、 内 周 壁 ２ ４ ｄ の 外 径 よ
り 大 き な 内 径 を 有 す る 円 環 状 の リ ン グ 部 材 ３ ６ が 配 置 さ れ て お り 、 こ の リ ン グ 部 材 ３ ６ は
、 例 え ば 、 反 発 弾 性 、 耐 磨 耗 性 、 衝 撃 強 度 に 優 れ た 天 然 ゴ ム 、 ク ロ ロ ブ レ ン ゴ ム 、 ウ レ タ
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ン ゴ ム 等 の 弾 性 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ 、 そ の 外 周 に は 径 方 向 外 方 に 等 間 隔 の 位 置 に ３ ヶ 所
の 凸 部 ３ ６ ａ が 設 け ら れ て い る 。 凸 部 ３ ６ ａ に は 、 コ イ ル バ ネ ３ ２ の 内 端 が は め 込 ま れ 、
３ 個 の 調 芯 爪 ３ ４ は コ イ ル バ ネ ３ ２ を 介 し て リ ン グ 部 材 ３ ６ に 連 結 さ れ る こ と に よ り 調 芯
爪 部 ３ ８ が 一 体 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ の 外 径 は 、 記 録 デ ィ ス ク Ｄ の 中 央 孔 の 径 よ り 数 μ ｍ ほ ど 小 さ く 設 定 さ
れ て い る た め 、 記 録 デ ィ ス ク Ｄ は デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ に 互 い が 過 剰 に 摺 れ る こ と な く 、 し
か も デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ の 中 心 か ら 大 幅 に ず れ て 偏 心 す る こ と な く 嵌 合 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
記 録 デ ィ ス ク Ｄ の 中 央 孔 を デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ に は め 込 む と 、 記 録 デ ィ ス ク Ｄ の 下 面 内 周
部 が 調 芯 爪 ３ ４ に 接 触 す る 。 こ の 状 態 で 記 録 デ ィ ス ク Ｄ を 下 方 向 に 押 圧 す る と 、 そ の 押 圧
力 で 調 芯 爪 ３ ４ が コ イ ル バ ネ ３ ２ の 付 勢 力 に 抗 し て 径 方 向 内 方 に 移 動 し 、 記 録 デ ィ ス ク Ｄ
の 下 方 向 へ の 移 動 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
記 録 デ ィ ス ク Ｄ を 緩 衝 材 ２ ６ に 接 触 す る ま で 移 動 さ せ 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ ６ に 載 置 す る と
、 デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ の 内 部 に 収 容 さ れ て い た 調 芯 爪 ３ ４ が コ イ ル バ ネ ３ ２ の 付 勢 力 に よ
っ て 径 方 向 外 方 に 移 動 し 、 記 録 デ ィ ス ク Ｄ は タ ー ン テ ー ブ ル １ ６ 上 に 固 定 さ れ る 。 記 録 デ
ィ ス ク Ｄ を デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ に 装 着 す る こ と に よ り 、 調 芯 爪 ３ ４ は 、 若 干 半 径 方 向 内 方
に 移 動 し て い る た め 、 無 負 荷 時 よ り も 大 き な 弾 性 力 が 記 録 デ ィ ス ク Ｄ に 作 用 し 、 記 録 デ ィ
ス ク Ｄ は 調 芯 爪 ３ ４ に よ っ て 、 タ ー ン テ ー ブ ル １ ６ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
調 芯 爪 ３ ４ を 径 方 向 外 方 に 付 勢 す る ３ 個 の コ イ ル バ ネ ３ ２ の 弾 性 力 は そ れ ぞ れ バ ラ ツ キ が
あ る 。 ３ 個 の 調 芯 爪 ３ ４ が そ れ ぞ れ コ イ ル バ ネ ３ ２ を 介 し て リ ン グ 部 材 ３ ６ に よ っ て 一 体
と な り 、 調 芯 爪 部 ３ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 記 録 デ ィ ス ク Ｄ の 装 着 時 に は 、 そ れ ぞ れ の コ イ
ル バ ネ ３ ２ の 弾 性 の バ ラ ツ キ に よ る 記 録 デ ィ ス ク Ｄ に 作 用 す る 径 方 向 外 方 の 不 均 一 な 力 は
、 弾 性 部 材 で 形 成 さ れ た リ ン グ 部 材 ３ ６ が 変 形 す る こ と に よ っ て 吸 収 さ れ る 。 よ っ て 、 ３
個 の 調 芯 爪 ３ ４ が 記 録 デ ィ ス ク Ｄ を 保 持 す る 力 が 均 等 と な り 、 軸 心 に 対 し て 無 理 な く 調 芯
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
故 に 、 コ イ ル バ ネ ３ ２ を 介 し て ３ 個 の 調 芯 爪 ３ ４ を １ つ の リ ン グ 部 材 ３ ６ に 結 び つ け る こ
と で 一 体 と な っ た 調 芯 爪 部 ３ ８ に よ っ て 、 デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 時 に 生 じ る 力 を 均 一 に 分
散 さ せ 、 調 芯 ズ レ を 防 止 し 、 記 録 デ ィ ス ク を チ ャ ッ キ ン グ す る 度 に 生 じ る 調 芯 精 度 の バ ラ
ツ キ を 抑 え る こ と が で き る の で 、 振 れ 回 り や 異 常 振 動 ・ 騒 音 の 増 大 又 は 記 録 デ ィ ス ク の デ
ー タ の 読 み ／ 書 き の エ ラ ー の 発 生 の 防 止 や 、 モ ー タ の 高 速 回 転 時 に お け る 記 録 デ ィ ス ク の
飛 散 （ 外 れ ） に よ る デ ィ ス ク 駆 動 装 置 や 記 録 デ ィ ス ク の 損 傷 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
更 に 、 こ の デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 を 備 え た モ ー タ は 、 仮 に 粗 悪 な 記 録 デ ィ ス ク を 装 着
す る 場 合 で あ っ て も 、 記 録 デ ィ ス ク が デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 に 対 し て 正 確 な 位 置 に 保
持 さ れ る た め 、 そ の よ う な 記 録 デ ィ ス ク を 当 該 モ ー タ に よ っ て 回 転 さ せ る と 、 高 い 回 転 特
性 を 実 現 で き る の で 、 各 種 の 記 録 デ ィ ス ク の デ ー タ を 高 精 度 に 読 み ／ 書 き す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 か ら 記 録 デ ィ ス ク Ｄ を 外 す 場 合 は 、 記 録 デ ィ ス ク Ｄ を 軸 線
方 向 に 上 昇 さ せ る 。 こ の と き 、 コ イ ル バ ネ ３ ２ の 付 勢 力 に 逆 ら っ て 記 録 デ ィ ス ク Ｄ か ら 調
芯 爪 ３ ４ に 半 径 方 向 内 方 に 付 勢 力 が 作 用 す る た め 、 調 芯 爪 ３ ４ は 通 路 ２ ４ ｅ 上 を 移 動 し て
デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ 内 に 再 び 収 容 さ れ 、 記 録 デ ィ ス ク Ｄ が 軸 線 方 向 上 方 に 移 動 し 、 記 録 デ
ィ ス ク Ｄ を 外 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 、 本 発 明 に か か る 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の 範 囲 は こ れ に 限 定 さ れ る も
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の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 変 更 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 リ
ン グ 部 材 ３ ６ は 、 そ の 内 径 が デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ の 内 周 壁 ２ ４ ｄ の 外 径 よ り 大 き い 場 合 は
、 弾 性 部 材 で な く て も よ い 。 ま た 、 リ ン グ 部 材 ３ ６ が 弾 性 部 材 で 形 成 さ れ て い る 場 合 は 、
そ の 内 径 が デ ィ ス ク 調 芯 部 ２ ４ の 内 周 壁 ２ ４ ｄ の 外 径 と 同 じ 又 は 若 干 小 さ く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
更 に 、 リ ン グ 部 材 ３ ６ に 連 結 さ れ る コ イ ル バ ネ ３ ２ は 、 記 録 デ ィ ス ク Ｄ の 中 央 孔 の 周 縁 部
に 調 芯 爪 ３ ４ を 弾 発 的 に 係 合 さ せ る た め の も の で あ る の で 、 コ イ ル バ ネ ３ ２ の 代 わ り に 球
形 状 の ゴ ム ボ ー ル 等 の よ う な 弾 性 部 材 を 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ に 記 載 の チ ャ ッ キ ン グ 機 構 に よ れ ば 、 バ ネ を 介 し て 複 数 個 の 調 芯 爪 を １ つ の リ ン
グ 部 材 に よ っ て 連 結 す る こ と で 、 デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 時 に 生 じ る 力 を 均 一 に 分 散 さ せ て
、 調 芯 ズ レ を 防 止 し 、 記 録 デ ィ ス ク を チ ャ ッ キ ン グ す る 度 に 生 じ る 調 芯 精 度 の バ ラ ツ キ を
抑 え る こ と が で き る の で 、 振 れ 回 り や 異 常 振 動 ・ 騒 音 の 増 大 又 は デ ー タ の 読 み ／ 書 き の エ
ラ ー の 発 生 の 防 止 や 、 高 速 回 転 時 に お け る デ ィ ス ク の 飛 散 （ 外 れ ） に よ る デ ィ ス ク 駆 動 装
置 や 記 録 デ ィ ス ク の 損 傷 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 は 、 前 記 リ ン グ 部 材 が 弾 性 部 材 で 形 成 さ れ て
い る の で 、 デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 時 に 生 じ る 不 均 一 な 力 を リ ン グ 部 材 が 塑 性 変 形 す る こ と
で 均 一 に 分 散 さ せ 、 よ り 効 果 的 に 調 芯 ズ レ を 防 止 し 、 記 録 デ ィ ス ク を チ ャ ッ キ ン グ す る 度
に 生 じ る 調 芯 精 度 の バ ラ ツ キ を 抑 え る こ と が で き る の で 、 振 れ 回 り や 異 常 振 動 ・ 騒 音 の 増
大 又 は デ ー タ の 読 み ／ 書 き の エ ラ ー の 発 生 の 防 止 や 、 高 速 回 転 時 に お け る 記 録 デ ィ ス ク の
飛 散 （ 外 れ ） に よ る デ ィ ス ク 駆 動 装 置 や 記 録 デ ィ ス ク の 損 傷 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の モ ー タ は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 に よ り 、
調 芯 ズ レ を 防 止 し 、 記 録 デ ィ ス ク を チ ャ ッ キ ン グ す る 度 に 生 じ る 調 芯 精 度 の バ ラ ツ キ を 抑
え る こ と が で き る の で 、 振 れ 回 り や 異 常 振 動 ・ 騒 音 の 増 大 又 は デ ー タ の 読 み ／ 書 き の エ ラ
ー の 発 生 の 防 止 や 、 モ ー タ の 高 速 回 転 時 に お け る 記 録 デ ィ ス ク の 飛 散 （ 外 れ ） に よ る デ ィ
ス ク 駆 動 装 置 や 記 録 デ ィ ス ク の 損 傷 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
更 に 、 こ の 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 を 備 え た 請 求 項 ３ に 記 載 の
モ ー タ は 、 仮 に 粗 悪 な 記 録 デ ィ ス ク を 装 着 す る 場 合 で あ っ て も 、 記 録 デ ィ ス ク が デ ィ ス ク
チ ャ ッ キ ン グ 機 構 に 対 し て 正 確 な 位 置 に 保 持 さ れ る た め 、 そ の よ う な 記 録 デ ィ ス ク を 当 該
モ ー タ に よ っ て 回 転 さ せ る と 、 高 い 回 転 特 性 を 実 現 で き る の で 、 各 種 の 記 録 デ ィ ス ク の デ
ー タ を 高 精 度 に 読 み ／ 書 き す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 を 備 え た モ ー タ の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に か か る デ ィ ス ク チ ャ ッ キ ン グ 機 構 を 含 む タ ー ン テ ー ブ ル の 平
面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
Ｄ 　 記 録 デ ィ ス ク
１ ６ 　 タ ー ン テ ー ブ ル
２ ４ 　 デ ィ ス ク 調 芯 部
３ ２ 　 コ イ ル バ ネ
３ ４ 　 調 芯 爪
３ ６ 　 リ ン グ 部 材
３ ８ 　 調 芯 爪 部
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【 図 ２ 】
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